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２．26年度　職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
（Ａ）

給　与　費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 期末・勤勉
手当

その他の
手当

計
（Ｂ）

148 人
5 億

5,133 万
5 千円

2 億
329 万
1 千円

8,800 万
6 千円

8 億
4,263 万

2 千円
569 万
3 千円

（その他の手当に退職手当は含んでいません。職員数は 26 年 4 月 1 日現在）

３．職員の平均給料月額と平均年齢の状況
区分 給料 扶養手当 調整手当 計 平均年齢

一般行政職 325,489 円 21,641 円 ― 347,130 円 43.0 歳
技能労務職 316,950 円 11,500 円 ― 328,450 円 56.5 歳

４．一般行政職の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額
区分 初任給 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 30 年

大学卒 179,300 円 該当者なし 336,600 円 該当者なし
高校卒 146,300 円 該当者なし 305,975 円 該当者なし

５．一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容 主事 主事 主査 課長

主任主査 課長 課長

職員数（人） 12 7 56 25 6 2 108
構成比（％） 11.1 6.5 51.9 23.1 5.6 1.9 100

（注）１．町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

６．職員手当の状況
【１】期末・勤勉手当

区分
支給期別支給率

計
６月期 12 月期

本年度 1.975 月分 2.075 月分 4.05 月分
前年度 1.90 月分 2.15 月分 4.05 月分

国の制度 1.975 月分 2.125 月分 4.10 月分

【２】定年退職および勧奨退職に係る退職手当

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額 その他の加算措置
など

支給率 25.55625
月分

34.5825
月分

49.59
月分

49.59
月分

定年前早期退職者特例
措置（2％～ 20％加算）
勧奨退職時 4 ～ 8 号給

国の制度 25.55625
月分

34.5825
月分

49.59
月分

49.59
月分

定年前早期退職者特例
措置（3％～ 45％加算）

※ 26 年 7 月 1 日～
【３】その他の手当―１

特 殊 勤 務
手   　　当

（26 年度）

区分 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合 12.28%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 5,551 円

手当の種類（手当数） 4
代表的な

手当の名称
支給額の多い手当 現場作業手当

職員に支給されている手当 税務等業務手当、現場作業手当など
【４】その他の手当―２

時  間  外
勤務手当

（26 年度）

支給総額 2,570 万円

職員１人当たり支給年額 17 万円
【５】その他の手当―３

区分 内容 国の制度との異同

扶養手当
（月　額）

配偶者    ・・・・・・・・・・・・13,000 円

同
子・父母など  ・・・・・・・・・・6,500 円
配偶者のいない職員の１人目    ・・11,000 円
16 ～ 22 歳の子（加算） ・・・・・・5,000 円

住居手当
（月　額） アパートなどの場合最高限度額・・27,000 円 異

通勤手当
（ 片 道 ２km 以 上

の場合・月額）

交通用具使用の場合・・・通勤距離により 2,700
～ 52,500 円の範囲内 異
バス、電車の場合・・・・・・・運賃相当額

７．特別職の報酬などの状況
区　　分 給料月額など 区　　分 給料月額など

給

料

町　長 702,000 円
報
　
酬

議　長 289,000 円
副町長 593,000 円 副議長 234,000 円
教育長 556,000 円 常任委員長および

議会運営委員長 222,000 円
議　員 211,000 円

期
末
手
当

町　長 （26 年度支給割合）  
 6 月期   1.40 月分
12 月期  1.70 月分
        計　3.10 月分

期
末
手
当

議　長 （26 年度支給割合）  
 6 月期   1.40 月分
12 月期  1.65 月分
        計　3.05 月分

副町長 副議長
教育長 常任委員長および

議会運営委員長

議　員

８．定員適正化計画

区分 基準年　19 年度
（19 年４月１日）

23 年度
（23 年４月１日）

27 年度
（27 年４月１日現在）

職員数 195 人 172 人 172 人
増　員 ― ― ―
減　員 ― 23 人 ―

９．定員の状況
部　　　　門 職員数 対前年増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議会（議会事務局） 3 0
総務（総務・企画・財政・戸籍・防災など） 32 0
税務（税の課税・徴収） 13 0
民生（高齢者・障害者・児童福祉など） 16 ▲ 6 業務異動
衛生（廃棄物収集など） 10 ▲ 1
農水（農林水産業振興） 13 0
商工（商工・観光振興） 7 ▲ 1
土木（道路・住宅・公園整備など） 14 0

特別行
政部門 教育（学校教育、社会教育、文化振興など） 40 7 業務異動

公
営
事
業

水道（上水道） 8 0
下水道 4 0
その他（国保・介護） 12 1

合　　　　計 172 0

公表します

町職員の給与
町職員の給与・定員管理などについて、町民の皆さん
にご理解いただくため、給与の状況や定員適正化計画
の進捗状況などをお知らせします。

（特に記載がない場合は、平成 27 年４月１日現在）
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

※平成 27 年４月１日現在の数値は、「地方公務員給与実態調査」および「定員管理調査」を基にしたものです。
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１．26年度　人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口

（27 年 3 月末）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

〈参考〉
25 年度の
人件費率

15,315 人
85 億

8,856 万
2 千円

14 億
4,179 万

4 千円
16.79% 18.43%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます

道の駅の整備状況をお知らせします

　道の駅（仮称）猪苗代の整備工事は、敷地西側の造成工事を終了、地域振
興施設の建築本体・電気設備・機械設備工事に着手し、今後は、東側の駐車
場部分の造成工事を行い、平成 28 年度の供用開始に向けて整備を進めてま
いります。

今後の整備予定（町発注の主な工事）

　平成 27 年度　敷地造成工事（駐車場部分）、地域振興施設建築本体（木造）、
　　　　　　　　電気設備・機械設備工事、下水道接続工事
　平成 28 年度　地域振興施設建築本体工事（ＲＣ造）、外構工事、下水道接続工事
　平成 29 年度　ヘリポート造成工事

※イメージ図であり、今後変更があります。

【Plofile】たなか・としあき
　1960 年生まれ、秋田県鹿角市出身。都市銀
行で勤務後、総合スーパーにおいて、小売業等
の基本を習得、新規事業立上げ等の業務を経て、
コーヒーチェーンへ転職。商品戦略、ブランド
戦略、新商品開発及び品質管理分野の管理職と
して従事。
　帰郷後、地域おこし支援業として、商品開発
を兼ねて飲食店を経営する傍ら、地域おこしコ
ンサルタントとして、特に地域特産品開発、６
次化事業支援に従事。
　その後、公益財団法人秋田県ふるさと定住機
構において、定住促進および若年者就業支援の
ためのセミナー等推進員として従事。
　今年 8 月、道の駅（仮称）猪苗代の駅長に就任。

〈就任のごあいさつ〉

　この度、道の駅駅長に就任しました田中でございます。
　重点道の駅に選定された道の駅（仮称）猪苗代の開業駅長という重責に身の
引き締まる思いです。
　秋田に生まれ、首都圏で 22 年余り勤務した他は秋田在住でしたので、初め
ての猪苗代は毎日新鮮です。地域活性には「よそ者」「ばか者」「若者」が必要
と言われております。まだ私は「よそ者」です。「よそ者」としての新鮮な目
で物事を進めて行きたいと思っておりますが、地域の慣習など分からない事も
多くご迷惑をおかけする場面もあるかと思います。ご指導ご鞭撻のほど、よろ
しくお願い申し上げます。
　私は銀行、小売り、飲食、商品開発、ブランド戦略、地域活性化、研修など
の職種に携わってまいりました。その経験で培ったノウハウを道の駅に活かし、
６次化や商品開発、ブランド戦略など、地域がさらに活性するよう、ぜひ皆さ
まと一緒に取り組ませていただきたいと思っております。
　道の駅を、町民の皆さまが自慢でき、お客さまを連れてお食事やお買い物に
来ていただける施設にしたいと考えております。
　道の駅は、開業に向けて建設工事などを鋭意進行中であり、随所で皆さまに
お願いすることもあるかと存じます。なにとぞよろしくお願い申し上げます。

～道の駅の駅長が決まりました～

田中  俊明　駅長


